
 

 

§５ その後のよどマガ！ 

街頭募⾦ではたくさんの⼈の優しさに触れ、とても温かい気持ちになりました。引き続き、区役所 1
階ロビーにて熊本地震災害義援⾦を受付中です。ご⽀援、ご協⼒をよろしくお願いいたします。 

YODO-REPO は電⼦情報を中⼼に編集しています。インターネットをご利⽤でない場合には、区役所 1
階ロビーや政策企画課（区役所５階）に印刷したものを設置していますのでご覧ください。 

なお、記事内容に関するお問合せは、政策企画課（電話：06-6308-9404）へお寄せください。 

このコーナーでは、よどマガ！に掲載した記事の
その後などをご紹介します。 
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１．平成 28 年熊本地震 

   現地⽀援活動レポート 
平成 28 年熊本地震で被災された⽅々に⼼か

らお⾒舞い申し上げます。 
地震発⽣を受けて⼤阪市は、避難所運営⽀援

のために職員を派遣し、淀川区からも 

避難者とお話しする中で、多くの⽅が⼝にさ
れたのが、「1 度⽬は何とか耐えることができ
た。でも 2 度⽬で⼼が完全に折れた」と震度 7
が 2 度続いたことへの恐怖でした。 

それでも⼀歩ずつ前に、⼀歩でも前に進もう
と⽴ち上がる⼈々のために、⼼をひとつに、引
き続き早期の復興に向けて⽀援活動に取り組
んでまいります。 

編集後記 

２．熊本⽀援街頭募⾦を 
⼗三駅前で実施！！

5 ⽉ 18、20、25、27 ⽇に⼗三駅東⼝及び
⻄⼝において、榊区⻑と職員有志で「街頭募⾦
活動」を⾏いました。たくさんの⽅々が、職員
の呼びかけに応じてくださり、4 ⽇間で合計
108,980 円の募⾦が集まりました。 

温かいご⽀援ありがとうございました。 

4 名の職員が熊本市東区の避難所に赴き、⾷事
の準備・提供、衛⽣管理や防犯⾒回り活動を中
⼼とする⽀援活動を⾏ってきました。 

避難所の⼩学校には 130 名の⽅が避難され、
地元の学⽣や学校関係者、⾃治会など多くの⼈
の⼒で避難所が運営されていました。 

淀川区の企業から⽀援物資の⽔が届いていた
り、遠く福島県から炊き出しに来られた⽅もい
て、温かい⽀援にとても感動しました。 


